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】 はじめに  

我国の食生活における輸入食品の占める割合は，良生活  

の多様化などにより農産物，畜産物および水産物の原材  

料や加工金品が増加し，国民の金品総摂取量の約40％に  

なっている1）。このように多種多様な食品が輸入される  

ことにより輸出国も増加し，それぞれの国が規制してい  

る残留農薬の規格基準と我国の基準との相違が）問題と  

なっている。   

このような状況にもかかわらず輸入金品に対する残留  

農薬の調査1卜7－はあまり行われていないのが実状である。  

著者らは，落花生，果実等の農産物および食肉，チーズ  

の畜産物について残留農薬の実態調査を行ったので報告  

する。  

Il調査方法  

1．試料   

市販品および製造加工業者より入手した合計221検体  

を対象とした。   

1）落花生：1981年7月33検体，1984年6月21検体，  

対照として1981年12月国内産25検体，合計79検体   

2）冷凍金品：1981年7月いんげん豆 そら豆，えだ  

豆，とうもろこし．さといも，グリーンピー ス，れんこ  

ん，にんじん，じゃがいも，9種27検体   

3）果実：1982年6月から1983年11月にかけて，レモ  

ン，オレンジ，グレープフルーツ，バナナ，パパイヤ，  

アポガド，キュウイ，パインアップル．8極65検体   

4）コーヒー生豆：1982年7月，‖）検体   

5）金肉：1983年7月および10月に．牛肉，豚肉，鶏  

肉，馬肉，マトン，5種27検体   

6）チーズ：1984年1（）月ナチュラルチーズ13検体   

2．調査項目   

1）落花生，冷凍金品およびチーズニ有機塩素系農薬  

（α，γ，β－および∂BHC，PP，丁）1〕E，pp，  

DDT，PP’D「）D，ティルトリン，エンドリン．アル  

ドリン，へプタクロルエポキサイト＼11種）   

2）果実：有機りん系農薬（ノクロルポス，ンメトエー  

上 ダイアジノン，フェントエート，フェンチオン．ス  

ミチオン，マラチオン，パラチオン，EPN，9種）か一＼  

んきつ類についてはメナダチオンおよぴエチオンを追加  

した。   

3〕コーヒー生豆および魚肉：有機塩素系農薬（落花  

生等の項と同い，有機りん系農薬（果実の項と同い   

3．分析法   

有機塩素系農薬および有機りん系農薬は公定法汽＼か  

んきっ類については河村らG）の方法によった。   

4．機器   

1）GC  

ECD（G3NlトGC：島津製作所製GC 4CM型  

FPDGC：島津製作所梨CC′4CM型  

（Ⅰ）フィルター使用）   

2）GC／Ⅸ′IS  

H立製作所製 M60型（0（）2B型チータ処理器付）  

川 結果および考察  

1．落花生   

結果を衰1に示したし 国内産（＝洞1年）と比較すると  

BHC，DDTおよびディルドリンに差がみられ，特にB  

HCに朗著な差が認められた 

1）DHC  

1981年の「rLミHC（α，γ，βおよび∂日‖  

Cの総和）は，全検体から検出され平均残留基0．087pp  

mであったが，1984年には検出率71．4％（15／2】），平  

均残留蔓0．024pp汀1となり検山率および残留嶺が減少を  

示した。これは主要輸出国であるA国で新食品衛生法甘  

試行…＝ されその成果が現われたものと考えられる√′ す  

なわち衰2に示したように，A国産の場合検出率は両年  

とも100％であったが平均残留量は0．12：うpp汀1から約1／2  

J■＼   
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の0．057ppmに減少を示した＝ノ団司産の場合検出率は100  

％から55．6％（5／9）に，平均残留量も0■020ppmか  

ら0，001ppmにそれぞれを示したここれに対し国内産の  

場合検出率は80％（20／25）と高率を示したが・平均残  

留量は0．005ppmと極めて低い値であったロ  

表1．落花生中の有機塩素系農薬  
（PPm全量当り）  

ディルドリン  ヘブタクロル  
エポキサイド  T－BHC  T－DDT  最小 最大 平均  

エンドリン  年度 産地 検体数  最小 最大 平均  最小 最大 平均  最小 最大 平均  
最小 最大 平均  

nd O．012 tr  
（2／33：6．1％）  

nd O．042 0．005  
（8／33：24．2％）  

nd O．014 0．001  
（2／33：6．1％）  

nd o．007 0．001  
（6／25：24．0％）  
nd O．010 tr  
（1／25二4．0％）   

nd o．006 0．001  
（9／21：42．9％）   

nd nd  一  

nd O．087 0．006  
（16／33：48．5％）  

1981 輸入  33  0．0010．269 0．087  
（33／33：100％）  

nd nd  －  nd o．003 tr  
（4／25：16．0％）  

nd O．旧6 0．005  
（20／25：80．0％）  

国産   25  

nd O．014 tr  
（1／21：4．8％）  

nd O．003 0．001  
（14／21：66．7％）  

′－1捌 輸入 21  ・4 
5／71  

nd二 不検出  
tr：痕 跡（く0．001ppm）  
（1：検出率  
アルドリンは不検出  

表2．産地別の落花生中BHC残留量  
（PPm全量当り）  

B  H  C  
咋度  産地  検体数  

≦0．001≦0．01≦0．1 ≦0．2  0．2く 最小 最大 平均 検出率  

2 0．001 0．269 0．123 20／20：100％  
0．002 0．074 0．020  9／9：100％  
0．021 0．134 0．057  8／8：100％  
nd o．003 0．001 5／9：55．6％  

8  

9  7  

nd：不検出  

次に主要輸出2ケ国と我国の異性体組成比を図1に示  

した。A国産の場合1981年および1984年とも全異性体か  

検出され，αおよびβBtiCが全体の約90％を占め  

ていた。これらの異性体の占める割合は，α目HCが  

42％から25％と減少傾向を，残留性の高いβ BHCは  

43％から62％と増加傾向をそれぞれ示したし。B国産の場  

合19別年ではα．βおよび∂ BHCが検出された  

が、1984年ではβおよぴ∂BHCは検出されずα  

およびγBHCが検出されたゝノ両年ともα R†1Cか全  

体の大半を占めていたが，その割合は80％から64％に減  

少を示した。国内産の場合全異性体が検出され，β R  

T－BHC HCの占める割合か最も高く約70％であった 

∧国1981咋  

■■  

1984年  

B匡】1981年  

1984年  

〔1本1981年三  

A国産よりRHCの各異惟体か比較的高濃度で検出さ  

れたことは，二工業用亡汀ICが使用されたことを示唆して  

いる。  

① GC／MSによるBHC異性体の確認   
園1．産地別のBHC異性体組成比  
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A国産検体（α日HCO．055ppm，γ8日CO．016  

Ppm・βBHCO・139ppm・∂－BfiC仇008ppm）に  

ついて，SIM法による測定を行ったところ図2に示した  

ようにα㌧一およびβ“BIICが検出された⊂これらを標  

準品と比較したところ，フラグメントイオンとその同位  

体イオンのピーク強度比並びに保持時間が一致したこと  

からα「およびβBHCと確認された。関田らⅠ2）は，  

落花生中のβおよび㌻＋捌ICをGC／MSで確認を行っ  

ているが，今回の検体でほαおよびβBHCほ比較  

的高濃度であったため確認出来たが，∂およびγB  

HCは微量なため検出することが出来なかった。   

2）DDT  

1981年のTDDT（pp’¶DD土工，PP’－DDDおよび  

pp’DDTの総和）は，検出率48．5％（16／33），平均  

残留量0．006ppmであたったが．1984年には検出率66．7  

％（14／21），平均残留量0．001ppmとなり，検出率は増  

加したが残留量は1／6に減少を示した。近縁化合物を  

みると，1981年ではpp’一Ⅰ〕DEおよびpp’DDTが検  

出され，その組成比は7：1であった。しかし，1984年  

ではpp’DDEだけが検出された。PP’DDDはいず  

れの検体からも検出されなかった。また，BHCにみら  

れたような産地別の差異は認められなかった。   

3）ディルドリン  

1〔捌年では，検出率24．2％（8／33），平均残留量0．005  

ppmであったが，1984年には検出率42．9％（9／21），  

平均残留量0．001ppmとなり，検出率は増加Lたが残留  

量は1／5に減少を示した。産地別の状況をみると，A  

国産は検出率15％（3／20），平均残留量0．002ppmから  

不検出と減少を示した。またB国産は，検出率33．3％  

（3／9），平均残留量0．007ppmから検出率77．8％（7  

／9），平均残留量0．003pp一丁lとなり，検出率は増加をし  

たが残留量は減少を示した   

4）エンドリン  

1981年ではB国産2検体（検出率6．1％：2／33）よ  

り0．012～0．014ppmの範囲で検出されたが，1984年には  

不検出となった。   

5）へプタクロルエポキサイド  

1981年ではB国産2検体（検出率6．1％ニ 2／33）よ  

り0．006～0．012ppmの範囲で検出され，1984年にはC国  

産1検体（検出率4．8％：1／21）より0．O14ppm検出さ  

れただけであった。   

2．冷凍金品   

結果を表3に示した。これらの値を1980年の全国値11）  

と比較してみると，A国産そら豆およびさといもの1「一  

BHCがそれぞれ0．040ppm，0．024ppmと比較的高い残  

留量を示しただけで，その他は全国値と同程度かそれ以  

下の値であった。そら豆とさといものBHC異性体組成  

比はそれぞれ4＝1：3：l（αん＝γん＝β一＝∂  

BHC），3：l：6：2であり，α－およびβ」封HC  

の占める割合が高かった。   

れんこん．にんじん，じゃがいも，グリーンピースに  

ついては，いずれの農薬も検出されなかった＝   

3．果実   

バナナ（4），パ／ごイヤ（1），パイン7ッ7Cル（】），  

アボガド（3）．キュウイ（2）については，いすれの  

農薬も検出されなかった なお，かんきつ頬については  

すでに報告1川ニー）したようにメチダチオン，パラチオンお  

よびエチオンが検出された 

4．コーヒー生豆   

結果を表4に示したこ）BHC・Dl〕TおよびディルドリJ■I  

ンが検出され，検出率も2（）～30％と低く残留量も数ppb  

程度であり，永山ら16）の報告と間柱蜃であった。   

5．食肉   

結果を表5に示した∵ これらの値を全国値（1982年）  

と比較すると，同程度かそれ以下の残留毒であり全般的  

に低濃度の傾向がみられたっ大槻ら1「）が1972年に調査し  

た輸入肉の結果と同程度であった」，また，A国産鶏肉1  

検体より比較的高濃度のBHCO．2（職〕PmおよびDDTO．061  

ppmを検出したが，松室ら囲も東南アジア産鶏肉よりD  

DTO．13ppmの検出例を報告している   

6．チーズ   

結果を表6に示したし検出率ほそれそれBHClOOケも，  

DDT84．6％（11／13）およびへプタクロルエポキサイ  

ド23．1％（3／1：う）であったが，残留量はいずれも致  

ppb程度と低い値であったc，BHC異性体はα およひ  

γBHCが検出され，その組成比ほ7＝3であった。 
一＼  

残留性の高いβBIICが検出されず，他の金品との相  

異がみられたrj このことは欧米諸国がγBHCを主成  

分とするリンデンを使用していたことからも理解できる。  

01〕Tの近縁化合牛勿はpp’－ノDDE．pp’DDDおよび  

pp’DDTが検出され，その組成比は80：1：柑と大  

部分をpp’DDl］が占めていた＝  

以上述べたように，落花生および鶏肉よりBHC等の  

有機塩素系農薬が，かんきつ顆よりメチダチオン，パラ  

チオン等の有機りん系農薬がそれぞれ検出された。これ  

ら農薬の残留レベルについて安全性評価の目安として，  

1［」摂取許容量（ADl）と比車交すると次のようになる。  

成人の平均体重50Kg，検出された農薬の最大値を用い  

て求めると，落花生ではBHCが0．009〟g／kg／（ia）r，  
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表3．冷凍食品の有機塩素系農薬  
＼
■
ノ
 
 り

 
 

当
 
 

崖
 
全
 
 

m
 
P
 
 

p
 
 
 

＼
 
 T－BHC  T－DDT  ディルドリン  

試 料  検体数  
最小 最大 平均  最大 平均 最′J、最大 平均 最小 最大 平均  

nd o．023 0．004  
（0．001）   

0．019 0，060 0．040  
（nd）   

0．0010．〔府7 0．005  
（0．002）   

nd O．001 tr  
（tr）   

0．016 0，032 0．024  
（0．001）  

いんけん  6  

そ ら 豆  

え だ豆  5  

とうもろこし  5  

さといら  2  

nd o．009 0．002  
（0．口01）   

nd O．010 0．005  
（0．002）   

nd O．001 tr  
（nd）  

nd o．0010．001  
（0．001）   

nd nd   －  
（0．00り  

nd nd  －  
（0．001）   

nd o．001 tr  
（nd）  

nd o．002 0．001  
卜1   

nd nd   一  
（nd）   

nd nd   －  
（nd）  

nd nd  一  
卜）   

nd nd  －  
ト）   

nd O．004 0．001  
卜）   

nd nd   －  
（tr）   

nd nd  －  
トー）  

にんじん（1），じゃがいもし1），グリントス（胱ついてはいずれの農薬も不検出  

怒：鵠貼 tr：痕跡（く0．00ユPPnl）  
（）：食品汚染物モニタリングによる1980年の平均値（全国値）  
卜1  〝  のデータがないもの  
7ルドリン，エンドリンは不検出  

表4．コーヒー生豆の有機塩素系農薬  

一ヽ  

（PPm全量当り）  

T‾BHC  T－DDT  ディルドリン  
試 料   検体数  

最小  最大  平均  最小  最大  平均  最小  最大  平均  

コーヒー生豆  10  nd o．009  0．001  nd o．006  0．001  nd o．004  tr   

（2／10：20％）  （3／10：30％）  （2／10：20％）   

エンドリン，へブタクロルエホキサイドは不検出  

（
く
 

レ
 
 

ノ
d
 
r
、
ノ
 
 

ア
n
t
（
 
 

0．001ppm）  

表5．食 肉の 有機塩素系農薬  
（PPm全量当り）  

ヘフノタクロル  T－BHC  T－DDT  ディルドリン  
試 料  検体数  

最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均  
一ヽ  

nd o．001 tr nd O．001 tr  
（tr）  （tr）   

nd o，001 tr nd o．001 tr  
（tr）  （tr）   

nd o．001 tr nd o．001 tr  
（0．001）  （tr）  

9  nd o．0110．002  nd o．0‖ 0．004  

（0．006）  （0．002）  

牛 肉  

nd o．005 0．001 nd o．003 0．001  
（0．002）  （0．005）   

0．002 0．208 0．071 0．0010．0610．022  
（0．003）  （0．016）  

豚 肉  12  

鶏 肉  3  

馬 肉  2  

マト ン  1  

nd nd u nd nd  

トー1   

nd nd  －   nd nd  

ト）  

nd nd  ＿   nd nd  

ト）   

nd nd     nd nd  

卜）  

nd：不検出  
tr：痕跡（く0．001pPm）  
†1：金品汚染物モニタリングによる1982年平均値（全国値）  
（）  ′′  のデータがないもの  
アルドリン，エンドリンは不検出  
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表6．チ ーズの有機塩素系農薬  
（PPm全量当り）  

へフタクロル  
T－BHC  T，DDT  コご蒜  

試 料  検体数  最小  最大 平均  最小  最大   平均  五主小  最人  平均  

0．001 0．005  0．003  nd o，007  0．002  nd O．001  tr  

（13／13：100％）   （11／13：84．6％）  （3／13：23．1％）  チーズ  13  

レ 
‥ 

tr：妊調亦（く0．001ppm）  
（）：検出率  

Df）Tか0．（棚〟g／kg／〔ユay．ティルトリンか0．001〃g／k  

g／day，鶏肉ではBHCがO．069pg／kg／day，DDT  

か0．020〟g／kgノda〉・となり合計でBHCか0．078／∠g／  

kg／day，I）DTが0．（）23pg／kg／day，ディルドリン  

か〔＝）01〃g／kg／dayとなった二 これらの値はいすれ  

′－もAI〕1（B‖C12▲5〃g／kg∴ DUl’5〟g／kg，  

ティルトリン0．1〟g／kg）を卜まわるものてあったこ  

また．かんきっ頓については．メチダチオン、パラチオ  

ンおよひエチオンともADlの1／10以下1川ルてあった＝  

1V まとめ  

1981年から198⊥1年の間に輸入農作物19種類181検体お  

よび畜産物6椎穎40検体の計25種221検体について．有  

機塩素系農薬およひ有機りん系農薬について調査を行っ  

た。  

1．農作物では落花生にⅠうHC，かんきつ類にメチダ  

チオンおよびパラチオンか比較的高濃度に検出された。  

その他の食品の有機塩素系農薬残留量は敗ppb程度の軽  

く低い伯であったこ なお，198∠1年の落花生の［汁ICは1981  

年に比べ約1／ニiに減少を示した、  

′・ 
2・畜産物ては鶏肉を除き石碑綿糸農薬は恥pb程  

度の軽く低い伯であったし  

3．検出された各農薬の111摂取量はいずれもADI  

を下まわる値であったごJ  

4．農作辛が）およひマーマレード等の知＝二良占占ヱ、）ココーか  

ら有機りん系農薬が検出されていることから，今後はそ  

れらの金品について調歪を行うとともに今回対象とした  

食㍊についても追跡調査を行う予定である。  

稿を終るにあたり．検体採取に御協プノいただいた県衛  

残部衛生指導課ならびに関係保健所の方々に深謝いたし  

ます、J  

なお，本稿の一部は第21川全円衛生化学技術協議忠年  

会（19B4年．山l】）において発表したr、  
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